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世界一過酷な
ダカールラリーで
栄光の市販車部門６連覇達成!

2011年１月１日〜16日にかけて開催されたダカールラリー2011
TLCは２台のランドクルーザー200で参戦
バイオディーゼル燃料100％での初めての挑戦でもあった
幾多のトラブルに見舞われながらも的確に対処
厳しい戦いを乗り切り、輝かしい栄冠を手にした

三橋 淳／アラン・ゲネック
市販車部門優勝

1号車 No.336

寺田昌弘／田中幸佑
市販車部門６位

2号車 No.340

�

　

ア
フ
リ
カ
か
ら
南
米
に
舞
台
を
移
し
て
３

年
目
の
今
大
会
も
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首
都
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
を
基
点
と
し
、
ア
ン
デ
ス

山
脈
を
越
え
て
太
平
洋
岸
の
チ
リ
を
巡
る
コ

ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　

ラ
リ
ー
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
１
号
車
の
三

橋
淳
／
ア
ラ
ン
・
ゲ
ネ
ッ
ク
組
は
初
日
か
ら

市
販
車
部
門
首
位
を
快
走
。
ト
ヨ
タ
車
体
社

員
の
新
人
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
田
中
幸
佑
と
寺
田

昌
弘
が
コ
ン
ビ
を
組
ん
だ
２
号
車
も
着
実
な

ペ
ー
ス
で
歩
み
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
４
日
に
は
２
台
が
揃
っ
て
燃
料

系
ト
ラ
ブ
ル
で
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
。
一
時
的
に

Ｂ
D
Ｆ
の
使
用
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
も
コ
ー
ス
の
難
易
度
が
高
ま
る
中

で
、
10
日
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
２
号
車
の
到
着

が
翌
日
の
明
け
方
に
な
っ
た
も
の
の
、
チ
ー

ム
は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
競
技
を
続
行
。

灼
熱
の
フ
ィ
ア
ン
バ
ラ
砂
漠
に
入
っ
た
12
日

に
は
２
台
と
も
水
温
上
昇
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

前
大
会
の
経
験
か
ら
装
着
し
た
警
告
灯
に
よ

り
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
手
前
で
察
知
し
て
無
事

乗
り
切
っ
た
。

　

こ
う
し
て
最
後
ま
で
走
り
切
っ
た
２
台
は

１
号
車
が
総
合
12
位
で
市
販
車
部
門
優
勝
を

果
た
し
、
２
号
車
も
同
部
門
６
位
で
完
走
。

４
輪
部
門
の
完
走
率
39
％
と
い
う
厳
し
い
大

会
で
、
見
事
前
人
未
到
の
市
販
車
部
門
６
連

覇
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Text/AaaaaaaaaaaaaaaaX

	 大会名	 ダカール1995-2004	 2005	 2006	 2007	 2008	 2009	 2010	 2011
	使用車両	 ランドクルーザー80（'95-'98）／ランドクルーザー100（'99-'04）	 	　　ランドクルーザー100	 	 	ランドクルーザー200
	 成績	 市販車ディーゼルクラス優勝7回	 優勝*2	 優勝*2	 優勝*2	 大会中止	 優勝*2	 優勝*2	 優勝*2
	 備考	 アラコとして参戦*1	 	 　　　	2005年大会よりトヨタ車体として参戦

■過去の成績

*1　2004年10月に車両部門がトヨタ車体と事業統合
*2　ガソリン車を含む市販車部門で今大会も含めて６連覇中

■DAKAR 2011 完走率	
	 部門	 クラス	 参加台数	 完走台数	 完走率
	 	 ガソリン	 2	 1	 50％
	 市販車	 ディーゼル	 15	 8	 53％
	 	 	 17	 9	 53％
	 	 ガソリン	 68	 28	 41％
	 改造車	 ディーゼル	 55	 18	 33％
	 	 	 123	 46	 37％
	 ４輪	 	 140	 55	 39％
	 ２輪	 	 200	 108	 54％
	カミオン（トラック）	 	 67	 41	 61％
	 合計	 	 407	 204	 50％

■市販車
量産車にロールバー・大容量燃料タ
ンクなどの「安全に走る」ための装備
を追加した車。主要部品の交換が禁
止されている

		■改造車
速く走ることを目的に改造を施した
車。量産車を改造したものから、ボ
デーからエンジンまで全ての部品を
専用に作ったプロトタイプまで含む

4輪全体でも12位

市販車部門で優勝
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ライバルたちに
大差をつけた圧勝劇

いまやチームの牽引役となった三橋ドライバー
ワークスチームでも活躍したナビを迎えた実力派コンビの１号車

連覇の期待がかかる中、順当に部門トップに立つ
リタイアが続出する過酷な砂漠戦でフルアタック

ベテランの走りで、その力の差を見せつけた

ディーラーから参加した
メカニックも勝利に貢献

三橋 淳／アラン・ゲネック
市販車部門優勝・総合12位

1号車 No.336

　世界一過酷なラリーで、６連覇とランド
クルーザー200での連勝を達成できて非常
に感激しています。チームのメンバー全員
がひとつになれた結果だと思います。６連
覇という結果に甘んじることなく、次の目
標へ向けて挑み続けていきたいと思います。
また、多大なご協力を頂いたスポンサーの
方々、そして大きな声援を送ってくれた大
勢のファンの皆様に厚くお礼申し上げます。

　TLCメンバーとして５回目のダカール
ラリー参戦で、今大会は厳しい砂漠戦が多
くタフなラリーでしたが、TLCという優
れたチームからランドクルーザー200とい
う優れたクルマを預かり、市販車部門のト
ロフィーを持ち帰るという最高の結果を出
せて本当に嬉しく思います。

　自分にとっては初めての市販車部門への
参戦でしたが、素晴らしいチームメンバー
に支えられ、何の不安もなくラリーに集中
できました。順調に進むことばかりではあ
りませんでしたが、メンバーと力を合わせ
て乗り越え、好成績に繋げられました。こ
のチームで参戦できたことを誇りに思って
います。

チーム全員で
勝ち取った６連覇

チーム監督　森 達人

過酷なラリーを
走り抜いたランクル

１号車ドライバー　三橋 淳

初めての市販車部門での戦い
１号車ナビゲーター　アラン・ゲネック

�

た
た
き
出
し
た
。

　

今
大
会
の
特
徴
は
チ
リ
の
ア
タ
カ
マ
砂
漠
を
中

心
に
難
易
度
の
高
い
砂
丘
や
砂
漠
が
ふ
ん
だ
ん
に

盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
高
い
走
破
性
を
誇

る
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
２
０
０
と
い
え
ど
も
一
瞬

の
ミ
ス
で
た
ち
ま
ち
ス
タ
ッ
ク
や
転
倒
に
至
る
砂

丘
越
え
は
全
く
気
が
抜
け
な
い
と
こ
ろ
。
５
日
か

ら
の
チ
リ
ス
テ
ー
ジ
で
ラ
リ
ー
も
い
よ
い
よ
本
格

的
な
戦
い
に
突
入
し
た
。

　

１
号
車
は
６
日
に
は
空
気
圧
を
落
と
し
た
状
態

で
タ
イ
ヤ
が
ホ
イ
ー
ル
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
、
い

わ
ゆ
る
リ
ム
落
ち
で
タ
イ
ム
ロ
ス
。
７
日
に
も
ス

タ
ッ
ク
を
喫
す
る
な
ど
無
傷
で
は
な
い
も
の
の
、

そ
の
後
の
冷
静
な
走
り
に
よ
る
リ
カ
バ
ー
も
奏
功

し
て
、
前
半
戦
を
市
販
車
部
門
首
位
、
総
合
16
位

で
折
り
返
し
た
。

　

後
半
戦
に
入
る
と
10
日
・
11
日
の
コ
ピ
ア
ポ
周

辺
の
砂
丘
で
は
パ
ン
ク
や
ス
タ
ッ
ク
に
加
え
て
巨

大
な
砂
山
が
あ
ま
り
の
急
斜
面
で
登
れ
ず
に
迂
回
。

再
び
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
戻
っ
た
12
日
に
は
フ
ィ
ア

ン
バ
ラ
砂
漠
の
酷
暑
に
よ
り
た
び
た
び
車
両
を
止

め
て
の
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、

苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。
こ
の
３
日
間
は
今
大
会
最

大
の
難
所
と
さ
れ
て
い
た
が
、
三
橋
／
ゲ
ネ
ッ
ク

組
は
そ
の
た
び
に
落
ち
着
い
て
対
処
を
図
り
、
タ

イ
ム
ロ
ス
と
車
両
の
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限
に
と
ど

め
な
が
ら
ク
リ
ア
。
ラ
イ
バ
ル
勢
が
次
々
と
遅
れ

て
い
く
中
で
部
門
首
位
の
座
を
堅
持
し
た
。

　

そ
し
て
終
盤
の
14
日
に
は
Ｓ
Ｓ
走
行
中
に
副
変

速
機
が
ロ
ー
レ
ン
ジ
か
ら
ハ
イ
に
戻
ら
な
く
な
り

一
時
は
緊
張
が
走
っ
た
も
の
の
無
事
に
復
帰
。
翌

15
日
、
最
終
ス
テ
ー
ジ
を
総
合
12
位
と
い
う
改
造

車
部
門
勢
に
分
け
入
る
高
順
位
で
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ

レ
ス
に
ゴ
ー
ル
し
、
チ
ー
ム
は
見
事
市
販
車
部
門

６
連
覇
を
達
成
し
た
。
部
門
２
位
に
15
時
間
03
分

28
秒
の
大
差
を
つ
け
て
の
勝
利
は
ラ
ン
ク
ル
２
０

０
と
ド
ラ
イ
バ
ー
と
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
高
い
ス
キ

ル
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
支
え
た
チ
ー
ム
の
総
合

力
が
も
た
ら
し
た
結
果
に
違
い
な
い
。

	 クラス順位＊1	 部門順位＊2	 総合順位
第１ステージ	 1	 1	 25
第２ステージ	 1	 1	 26
第３ステージ	 1	 1	 30
第４ステージ	 1	 1	 29
第５ステージ	 1	 1	 18
第６ステージ	 1	 1	 16
第７ステージ	 1	 1	 14
第８ステージ	 1	 1	 13
第９ステージ	 1	 1	 13
第10ステージ	 1	 1	 11
第11ステージ	 1	 1	 12
第12ステージ	 1	 1	 12
第13ステージ	 1	 1	 12
＊１　市販車部門ディーゼルクラス（T2-2）
＊２　市販車部門

■累計順位

　

Ｔ
Ｌ
Ｃ
の
１
号
車
は
前
回
大
会
に
続
き
Ｔ
Ｌ
Ｃ

で
自
己
３
度
目
の
市
販
車
部
門
優
勝
を
目
指
す
三

橋
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
今
回
チ
ー
ム
に
加
入
し
た
フ

ラ
ン
ス
人
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
、
ア
ラ
ン
・
ゲ
ネ
ッ
ク

を
迎
え
た
新
コ
ン
ビ
。
ゲ
ネ
ッ
ク
ナ
ビ
は
１
９
８

７
年
か
ら
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
に
参
戦
し
て
数
々
の

ワ
ー
ク
ス
チ
ー
ム
で
活
躍
。
近
年
は
今
大
会
の
総

合
優
勝
者
ナ
ッ
サ
ー
・
ア
ル
ア
テ
ィ
ア
の
ナ
ビ
を

務
め
て
い
た
こ
と
も
あ
る
ゲ
ネ
ッ
ク
ナ
ビ
に
と
っ

て
は
市
販
車
部
門
か
ら
の
出
場
も
日
本
人
ド
ラ
イ

バ
ー
と
組
む
の
も
初
め
て
の
こ
と
。
だ
が
、
事
前

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
兼
ね
て
参
戦
し
た
フ
ァ
ラ
オ

ラ
リ
ー
で
は
市
販
車
部
門
優
勝
を
飾
る
な
ど
２
人

は
早
く
も
実
力
を
発
揮
。

　

新
し
い
ナ
ビ
と
の
良
好
な
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

も
あ
っ
て
三
橋
ド
ラ
イ
バ
ー
は
初
日
か
ら
安
定
し

た
ペ
ー
ス
で
市
販
車
部
門
の
Ｓ
Ｓ
ト
ッ
プ
タ
イ
ム

を
マ
ー
ク
。
さ
っ
そ
く
同
部
門
の
主
導
権
を
握
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

４
日
に
は
燃
料
系
ト
ラ
ブ
ル
の
た
め
競
技
中
に

燃
料
フ
ィ
ル
タ
ー
交
換
を
行
っ
て
遅
れ
、
Ｓ
Ｓ
は

２
番
手
と
な
っ
た
が
累
計
順
位
で
は
首
位
を
キ
ー

プ
。
復
調
し
た
翌
日
に
は
再
び
ト
ッ
プ
タ
イ
ム
を

松本メカニックは２年目
とあって落ちついた仕事
ぶり（左）。フランス人
メカニックと協力しなが
ら作業を進める（左下）。
新加入の阪本メカは、シ
ャロワ・チーフメカなど
のアドバイスを受けなが
ら重責を果たし、チーム
に大きく貢献（下）。

　TLCは2008年から福岡トヨタ自動車の協
力により、同社のディーラーメカニックをラ
リー車のメンテナンスを担当するスタッフと
して迎えており、今やチームに欠かすことが
できない存在。今年も福岡トヨタ自動車の社
内公募で選抜された２名が参加。昨年に引き
続いての参加となる松本識裕メカと新たに阪
本歓喜メカがチームに加わった。
　ラリー車の分解・復元といった訓練や前哨
戦ともいえるファラオラリーでの実戦など、
国内外でさまざまなトレーニングや経験を積
んでダカールラリーに臨んだ。その実力は本
番の過酷な状況下でも十分に発揮され、着実
かつ迅速なサービスで２台のラリー車をサポ
ート。その好成績を支えた。

森監督（左）とともに勝利を喜ぶ三橋ドライバーとゲネックナビ
ゲーター
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リードコピーリードコピーリードコピーリードコピー
リードコピーリードコピーリードコピー
リードコピーリードコピーリードコピーリード
コピーリードコピーリードコピーリード
コピーリードコピーリードコピー

新人コンビ、見事に完走!
チーム新加入の２人によるコンビとなった２号車
ナビゲーターの経験もある寺田ドライバーのもと
新人ナビゲーターも日々 の戦いの中で成長を遂げ
１号車をアシストしながら、素晴らしい走りを見せた

寺田昌弘／田中幸佑
市販車部門６位・総合33位

2号車 No.340

　初めてのダカールラリーは想像以上に厳
しく、ビバークへの到着が明け方になるな
ど辛い日もたくさんありましたが、ゴール
のポディウムに立った時は本当に感動しま
した。完璧なナビゲーションができたステ
ージは少なく、寺田ドライバーやメカニッ
クと力を合わせることで無事に完走するこ
とができました。今回のラリーで得た経験
を次回に活かしていきたいと思います。

初めてのダカールラリー
2号車ナビゲーター　田中 幸佑

　今大会は過酷な戦いとなりましたが、１
年間ともに準備をしてきた田中ナビとの初
コンビで完走することができ嬉しく思いま
す。無事に完走できたのは信頼できるメカ
ニックとランクルのおかげです。また、今
回のラリーを通して私も田中ナビも大きく
成長できたのではないかと感じています。
最後まで応援してくださった皆様、ありが
とうございました。

信頼できる仲間とともに
２号車ドライバー　寺田 昌弘
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Ｔ
Ｌ
Ｃ
の
２
号
車
に
は
今
大
会
に
向
け
て
ト
ヨ

タ
車
体
の
社
内
公
募
で
選
抜
さ
れ
た
新
人
ナ
ビ
ゲ

ー
タ
ー
田
中
幸
佑
を
起
用
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
チ
ー
ム
で
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
に
参
戦

経
験
の
あ
る
同
じ
く
新
加
入
の
寺
田
昌
弘
を
迎
え

た
コ
ン
ビ
と
な
っ
た
。
田
中
ナ
ビ
は
こ
れ
ま
で
の

三
浦
昂
に
代
わ
る
社
員
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
２

０
０
９
年
末
の
選
考
試
験
に
合
格
し
た
あ
と
フ
ァ

ラ
オ
ラ
リ
ー
出
場
を
含
む
国
内
外
で
の
訓
練
な
ど

約
一
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
初
ダ
カ
ー
ル
に
臨

む
こ
と
に
。
過
去
に
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
ド
ラ
イ
バ

ー
双
方
の
出
場
経
験
を
持
つ
寺
田
ド
ラ
イ
バ
ー
に

は
新
人
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
育
成
と
い
う
役
目
も
期
待

さ
れ
て
い
た
。

　

緊
張
の
面
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
２
号
車
は
、

最
初
の
競
技
区
間
を
市
販
車
部
門
３
位
、
翌
日
の

Ｓ
Ｓ
で
も
３
位
と
順
調
な
滑
り
出
し
。
田
中
ナ
ビ

は
当
初
リ
エ
ゾ
ン
（
移
動
区
間
）
で
の
ミ
ス
コ
ー

ス
や
危
険
箇
所
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
知
ら
せ
る
コ
ー

ル
が
遅
れ
る
な
ど
硬
さ
が
目
立
っ
た
も
の
の
、
持

ち
前
の
学
習
能
力
を
発
揮
し
て
順
調
に
習
熟
。
寺

田
ド
ラ
イ
バ
ー
も
２
日
目
の
Ｓ
Ｓ
中
に
は
オ
ー
バ

ー
ペ
ー
ス
か
ら
車
体
を
立
木
に
接
触
さ
せ
る
場
面

も
あ
っ
た
が
そ
の
後
は
目
立
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
、
時
に
は
田
中
ナ
ビ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
助

け
な
が
ら
安
定
し
た
ペ
ー
ス
を
保
っ
た
。

　

し
か
し
、
前
半
戦
を
市
販
車
部
門
４
位
で
折
り

返
し
た
２
号
車
も
最
大
の
難
所
と
な
っ
た
10
日
コ

ピ
ア
ポ
へ
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
苦
戦
。
序
盤
で
の
遅

れ
か
ら
途
中
で
日
没
を
迎
え
、
夜
間
走
行
で
ス
ロ

ー
ペ
ー
ス
の
末
に
終
盤
の
砂
丘
が
登
れ
ず
、
通
過

を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ポ
イ
ン
ト
を
不

通
過
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。
ビ

バ
ー
ク
到
着
は
午
前
４
時
過
ぎ
だ
っ
た
が
そ
れ
で

も
こ
の
日
の
２
号
車
の
順
位
は
出
走
87
台
中
48
位
。

主
催
者
が
翌
11
日
の
行
程
を
短
縮
す
る
ほ
ど
の
厳

し
い
Ｓ
Ｓ
と
な
っ
た
。
２
号
車
は
こ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ポ

イ
ン
ト
不
通
過
で
７
時
間
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
タ
イ
ム

が
加
算
さ
れ
た
が
、
リ
タ
イ
ア
や
遅
着
車
両
も
多

数
発
生
し
た
た
め
市
販
車
部
門
７
位
で
競
技
を
続

行
。

　

日
々
の
経
験
を
積
む
こ
と
で
田
中
ナ
ビ
の
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
技
術
は
上
達
を
見
せ
、
寺
田
ド
ラ
イ

バ
ー
も
調
子
を
上
げ
て
き
た
こ
と
か
ら
波
に
乗
り
、

こ
の
後
は
目
立
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
や
ミ
ス
も
な
く
歩

み
を
進
め
て
い
っ
た
。
14
日
の
Ｓ
Ｓ
中
に
は
副
変

速
機
の
ト
ラ
ブ
ル
で
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
し
て
い
た
１

号
車
を
フ
ォ
ロ
ー
。
牽
引
な
ど
サ
ポ
ー
ト
役
も
務

め
た
２
号
車
は
最
終
的
に
市
販
車
部
門
６
位
／
総

合
33
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
。

　

完
璧
な
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
た
ス
テ
ー
ジ

は
一
つ
も
な
か
っ
た
と
田
中
ナ
ビ
は
悔
し
さ
を
に

じ
ま
せ
た
が
、
16
日
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
内

で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
時
な
ら
ぬ
豪
雨
に
見
舞

わ
れ
な
が
ら
も
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
満
面

の
笑
み
で
喜
び
を
爆
発
さ
せ
て
い
た
。

	 クラス順位＊1	 部門順位＊2	 総合順位
第１ステージ	 3	 3	 40
第２ステージ	 2	 3	 40
第３ステージ	 10	 12	 67
第４ステージ	 6	 8	 59
第５ステージ	 6	 7	 46
第６ステージ	 4	 4	 39
第７ステージ	 5	 5	 38
第８ステージ	 6	 7	 48
第９ステージ	 6	 7	 38
第10ステージ	 4	 5	 32
第11ステージ	 5	 6	 33
第12ステージ	 5	 6	 31
第13ステージ	 5	 6	 33
＊１　市販車部門ディーゼルクラス（T2-2）
＊２　市販車部門

■累計順位
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遥かなゴールを目指して
TLCの２台がスタート

スタート
ブエノスアイレス～ヴィクトリア（377km）

序盤から１号車が市販車部門トップに立つ

第1ステージ｜第2ステージ
ヴィクトリア～コルドバ（788km）

燃料トラブルも正しい判断で危機を回避

市販車部門トップで前半戦を折り返し後半戦に備えて入念な車両整備好走が続く1号車が総合でも上位に進出厳しい熱射の中、ポジションアップ

ゴール目前に窮地に立たされるトラブル発生

1/13-14

市販車部門１位・総合12位でフィニッシュ

市販車部門６連覇の偉業を達成！

優勝報告
in 東京オートサロン2011

車検を無事クリア
あとはスタートを待つのみ

車検

コルドバ～サン・ミゲル（764km）

第3ステージ｜第4ステージ
サン・ミゲル～サン・サルヴァドール（731km） サン・サルヴァドール～カラマ（761km）

第5ステージ｜第6ステージ
カラマ～イキケ（459km） イキケ～アリカ（721km）

休息日
アリカ～アントファガスタ（819km） アントファガスタ～コピアポ（776km）コピアポ～チレシト（862km）コピアポ～コピアポ（270km）

第9ステージ｜第10ステージ

第11ステージ｜第12ステージ
チレシト～サン・ホアン（786km）サン・ホアン～コルドバ（678km）

第13ステージ
コルドバ～ブエノスアイレス（826km）

ゴールセレモニー

第7ステージ｜第8ステージ

市販車部門連覇を続けるTLC
さらなる記録更新を目指して挑んだ今年も

灼熱の太陽、深い砂漠地帯、
乾いた荒れ地など

厳しい自然が待ち受ける
南米アルゼンチン、チリで

約9000㎞におよぶ熱いドラマが
繰り広げられた

1/15

1/16

1/11-12 1/9-10

1/1

1/2-3

1/4-5

1/6-7

12/30

1/8
アリカ

ダカールラリー2011 大会概要
開催日程：2011年１月1日～16日（16日間）
開催場所：アルゼンチン、チリ
走行距離：9618km（競技区間5020km）

栄光の
ダカール2011
16日間の記録

01/16 Goal

Start

�

　ブエノスアイレス市内の独立記念広場で
スタートセレモニーが行われ、戦いの幕が
上がった。TLCの２台は夕方６時過ぎに
ポディウムに登場。市販車部門で５連覇中
ということもあり、会場に集まった大勢の
観衆の声援に応えながら、１号車、２号車
は元気にスタートを切った。

トヨタ車体 網岡社長と藤井
常務執行役員の激励を受けた
２号車の寺田／田中組

　第１～２ステージは路面の硬いグラ
ベル路が大半の山間コースが舞台。雨
にもたたられ、コースアウトする車両
が続出する気の抜けないステージとな
ったが、１号車は慎重な走りで手堅く
市販車部門首位をキープ。２号車も同
部門３位と順調な滑り出しとなった。

１号車は第２ステージでタ
イヤが１本パンクしたが無
事ゴール、部門首位を維持

　４日目は前半戦でアルゼンチ
ン最後の区間で、3000ｍの山
岳ステージ。快調な走りを見せ
たが、途中で燃料系のトラブル
が発生。点検の結果、燃料タン
クに異物が混入したことが判明
した。チームは燃料フィルター
を交換のうえ一時的にBDFの
使用を止め、軽油で次の区間に
臨んだ。だが２台とも快調で、
１号車は部門１位を維持した。

的確な判断でトラブルを乗り切り、安堵
の表情を見せる三橋ドライバー

　チリに入り、道を外れたオフ
ロードを走る区間や砂漠とダカ
ールらしいステージとなった。
１号車はタイヤのリム落ちやス
タック、２号車もミスコースや
スタックなどを喫しながらも果
敢な走りでタイムロスを挽回し、
第５、６ステージをクリア。１
号車は累計で市販車部門１位、
２号車も同４位と好位置で前半
戦を終えた。

難しい砂丘に挑む２号車。前半戦最終ス
テージを１号車に次ぐ部門２位でゴール

　ラリーは難関の第６ステージ
を終え、休息日を迎えた。TLC
の２台も若干のダメージを受け
ていたが、部品の定期交換をは
じめ、徹底的なオーバーホール
を行い、万全を期す。メカニッ
クにとっては休む間もないが、
チームにとっては貴重な整備の
時間。翌日のステージに変更が
あったことから、ドライバーも
その確認など後半戦に備えた。

ビバークで念入りに整備を受ける２台の
ランドクルーザー200

　後半戦最初のステージは、難
関の第６ステージを逆に走るコ
ース。続く第８ステージは砂丘
が４カ所も登場する最大の難所。
１号車はパンクやスタックに見
舞われながらも総合で13位に。
一方２号車を含む多くの車両が
深夜になってもゴールできずサ
スペンデッド。翌日競技再開の
措置がとられた。２号車は明け
方になってビバークに到着した。

最大の難所を越え、ゲネックナビゲータ
ーもほっとひと安心といった表情

　前日、ゴールできない車両
が多いことから、区間が短縮
された第９ステージ。だが難
所の砂丘が待ち受け、急斜面
が登れず迂回するほど。続く
第10ステージで再びアルゼ
ンチンへ。標高2000ｍクラ
スだが気温45度という灼熱
の砂漠地帯で大会最長の距離。
厳しい戦いの中、２号車も部
門で７位から５位に浮上した。

　ラリーはいよいよ終盤戦。
3000ｍ超の山越え区間は、厳
しい砂丘越えこそないが枯れ川
や砂利道などリスクは低くない。
ゴールを目指し、慎重な走りで
２台とも着実にポジションを固
める。ところが第12ステージ
で１号車の副変速機がローから
ハイに戻せなくなる危機に。そ
の後、何度か回復を試みている
うちに直り、無事走り切った。

心配そうに選手の到
着を待つメカニック

　最終のSSは農道を中心とした高速
コース。前日のトラブルで念入りな車
両の整備を行った１号車はゴールを目
指し、慎重に走行。最終ステージを無
事走り切り、市販車部門優勝、総合
12位で見事６連覇を達成した。また、
前日１号車をサポートした２号車も市
販車部門６位で完走を果たした。

最後の走行を終え、健闘を
称え握手を交わす森監督

（左）と三橋ドライバー

　ブエノスアイレス市内でゴールセレモニーが行われ、
TLCの１号車が市販車部門１位、総合12位を獲得。
2005年のチーム発足以来、同部門６連覇という記録
更新を成し遂げた。２号車も同部門６位と健闘。４輪
部門の完走率は39％という過酷な中で、ランドクル
ーザーの優れた安全性と信頼性を示す結果となった。

ゴールにはトヨタ車体 水嶋会長と
太田チーム代表が祝福に駆けつけた

　TLCのダカールラリー６連覇が決
定した頃、日本では幕張メッセにて開
催された東京オートサロン2011でト
ヨタ自動車の豊田章男取締役社長より
祝福をいただいた。

　競技開始に先立ち、ブエノスアイ
レス市内の展示会場「ラ・ルーラル」
でダカールラリーの車両検査が行わ
れた。事前に実質的な車検を行って
いるため、この会場ではヘルメット
やレーシングスーツなどの装備品や
車両のチェックが中心。車検を終え
た車両はこの後、会場脇に設けられ
た車両保管場（パルクフェルメ）へ。
戦いの準備は整った。

装備品のチェックを受ける
三橋／ゲネック組
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1号車  Car No.336 2号車  Car No.340

2011 TLCチーム体制

TLCランドクルーザー200ラリー車を徹底解剖
砂漠や山岳地など過酷な状況下で約9,000kmもの距離を走破するため
最強のラリー車に変貌したTLCランドクルーザーの装備を紹介 新メンバーを迎え

最高の結果を目指す
主要メンバーをほぼ同じ体制で２年間戦ってきたTLC

６連覇のかかったダカールラリー2011に向けてチームは
さらなる飛躍のために新しい体制で戦った

TEAM MEMBERS

1011

GPS／トリップメーター
助手席前部にはナビゲー
ションツールとして
GPSやトリップメータ
ーが並ぶ。ナビゲーター
はコマ図の情報と機器の
表示を確認しながらドラ
イバーに指示をする。

10

　

Ｔ
Ｌ
Ｃ
は
今
大
会
か
ら
就
任
し
た
太
田
力
チ
ー
ム

代
表
の
も
と
、
３
年
目
と
な
る
森
達
人
が
監
督
を
務

め
、
２
台
体
制
で
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
に
臨
ん
だ
。

　

１
号
車
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
三
橋
淳
、
ナ
ビ
は
新
加

入
の
ア
ラ
ン
・
ゲ
ネ
ッ
ク
。
２
号
車
は
寺
田
昌
弘
／

田
中
幸
佑
と
い
う
新
メ
ン
バ
ー
同
士
の
顔
ぶ
れ
と
な

っ
た
。
一
方
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
は
チ
ー
フ
の
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
シ
ャ
ロ
ワ
以
下
フ
ラ
ン
ス
人
７
名
（
カ
ミ
オ
ン

ク
ル
ー
３
名
を
含
む
）
と
福
岡
ト
ヨ
タ
自
動
車
か
ら

派
遣
さ
れ
た
日
本
人
メ
カ
ニ
ッ
ク
２
名
の
日
仏
混
成

部
隊
。
日
仏
の
強
固
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
Ｔ
Ｌ
Ｃ
の

強
さ
の
一
因
で
あ
る
。

■ SPECIFICATION
車両形式 VDJ200
全長 4,950mm
全幅 1,970mm
全高 1,910mm
エンジン １VD-FTV型（ディーゼルエンジン）
燃料タンク容量 440リットル
総排気量 4,461㏄
最高出力 245ps/3,800rpm
トランスミッション ５速マニュアル
ステアリング ラック＆ピニオン式
ブレーキ ベンチレーテッドディスク
ショックアブソーバー リザーバータンク付き単筒ガス方式

サスペンション
FR：ダブルウィッシュボーン式独立懸架コイルスプリング
RR：トレーリングリンク車軸式コイルスプリング

タイヤサイズ 285/70R17

ダカールラリー参戦の意義を実感
ダカールラリー参戦は車両の耐久試験そのものであり、
市販車部門での参戦にこだわっていますが、今大会で
の市販車部門６連覇によりランドクルーザー200、そ
してトヨタ車の高い性能・高い品質を世界に向けて証
明できたと思います。今回のラリーはBDF100％での
挑戦や、新人ドライバー･ナビゲーターへの交替など
の課題の中、勝ち続けることへの周囲からの期待が大
変大きなものとなっておりましたが、チーム一丸とな

ってそのプレッシャーを克服しランドクルーザーの
60周年記念という節目の年に見事６連覇を達成する
ことができました。このラリーを通じて従業員、スポ
ンサーの皆様をはじめ応援していただいている方々と
の一体感を強く感じることができ、明るく大きな元気
をもらうことができました。これまで応援いただいた
皆様ならびにスポンサーや関係者の皆様の温かいご支
援に改めてお礼を申し上げます。

1957年2月3日生まれ。2010年10月よりチーム代表に
就任。就任後、初めての参戦となったダカールラリー
2011では"和の結束力"で市販車部門６連覇を目指すチ
ームを支えた。

太田 力 
Chikara Ota	 トヨタ車体株式会社　執行役員

チーム代表

1969年6月27日生まれ。1992年トヨタ車体入社。日本
リーグに属するハンドボール部の選手として活躍し現役
引退後、コーチも担当。2008年よりチーム監督に就任し、
ダカール2009、2010とチームを優勝へと導く。今大会
も選手が常に最大限の力を発揮できるようなチームの環
境を作り出すことで見事、市販車部門６連覇を達成した。 

森 達人  
Tatsuto Mori	 トヨタ車体株式会社　総務部

チーム監督

網岡 卓二  
Takuji Amioka　
トヨタ車体株式会社 
取締役社長　

スペアパーツ
ラゲッジルームの左右側面に
は、燃料フィルターなどのス
ペアパーツがトラブル時にド
ライバーとナビが素早く交換
できるように効率よく搭載さ
れている。また、砂丘でのス
タックから脱出する際に使用
するサンドラダーやジャッキ
もワンタッチで取り出せるよ
うに工夫されている。

ラゲッジルーム
車体後部にはパン
クなどに備え、最
大４本のスペアタ
イヤを搭載できる。
迅速な交換ができ
るように縦置きキ
ャリアに固定して
いる。

車載工具
バックドアを開く
と工具箱が搭載さ
れている。トラブ
ルの際は、これら
の道具を使ってド
ライバーとナビが
自分で応急措置を
行う。

ロールケージ
ドライバーとナビ
席はもちろん、ラ
リー車室内全体に
は転倒時などに乗
員の安全を確保す
るためロールケー
ジによる補強が施
されている。

マッドガード
競技中の後続車への飛石防止
のため、搭載が義務づけられ
ている。

防護ネット
赤いネットは転倒時
などにドライバーや
ナビの手足が車外に
飛び出さないよう安
全確保のために付け
られている。

シュノーケル
フェンダーからルーフに伸びて
いるのは、吸気用シュノーケル。
砂塵の吸入などによる車両トラ
ブル防止に高い効果をもたらす。

送風口
ラリー車にはエアコ
ンは搭載されていな
い。室内が50度を
超える場合もこの送
風口のみで空気の入
れ替えを行う。

燃料タンク・給油口
長距離走行に備え、440ℓの大容
量燃料タンクを搭載している。タ
ンクの構造上、給油口はルーフ上
に設置されている。また万が一に
備えてドライバーとナビ席の間に
は消火器が搭載されている。

追い越し通報装置（サンチネル）
車両を追い越したい時にボタン
（黄色の部分）を押すと前を走
る車両の室内に設置された装置
が点灯し（右上）、警報音とと
もに追い越したい旨を伝える。
ハイスピードで走行する競技車
が砂埃や激しい走行音で後続車
両を認識することは難しく、こ
の装置が役立つ。

1970年7月2日生まれ。2001年よりライダーとしてダ
カールラリーに参戦を始め、2004年からは4輪へ転向。
2007年にチームに加入し、2度の市販車部門優勝を獲得。
今大会は自身にとって3度目の優勝を目指す大会となっ
た。日本を代表するトップクラスのクロスカントリーラ
リードライバー。

三橋 淳  
Jun Mitsuhashi

ドライバー

1968年11月5日生まれ。2010年4月よりチームに加入。
1997年よりプライベーターとしてダカールラリーに参
戦するほか、モンゴルラリーにプリウスで出場するなど
様々な経験を持つ。今回はコンビを組む新人社員ナビゲ
ーターの育成にも貢献した。

寺田 昌弘  
Masahiro Terada

ドライバー

1954年3月21日生まれ。2010年4月よりチームに加入。
フランス人ナビゲーター。ダカールラリー参戦歴25年のベ
テランでダカールラリー最高成績は総合６位。日本人ドライ
バーとコンビを組むのは今回が初めてとなったが、モロッコ
訓練、ファラオラリー参戦を通して三橋ドライバーとの信頼
関係を築いた。

アラン・ゲネック  
Alain Guehennec

ナビゲーター

1983年9月14日生まれ。2009年、社内公募で選抜さ
れた社員ナビゲーター。約1年間の訓練やトレーニング
を経て、今回がダカールラリーデビュー戦となった期待
のルーキー。

田中 幸佑  
Kosuke Tanaka																	トヨタ車体株式会社　総務部

ナビゲーター

1979年4月28日生まれ。ダカールラリー2010よりチ
ームに加入し、メカニックとして今大会で２回目のダカ
ールラリー参戦となる。普段はディーラーメカニックと
して勤務。今大会は新人の阪本メカニックを指導しなが
ら１号車の整備を担当。

松本 識裕  
Norihiro Matsumoto														福岡トヨタ自動車株式会社

メカニック

1983年5月28日生まれ。2010年、社内公募で選考さ
れたメカニック。１年間にわたる国内外での訓練を通し、
ラリーという過酷な環境と限られた整備条件下での作業
を体験。ダカールラリー2011でメカニックとしてデビ
ュー。

阪本 歓喜  
Kanki Sakamoto																		福岡トヨタ自動車株式会社

メカニック

フットペダル
左からクラッチ、ブレー
キ、アクセル。ドライバ
ーはこの３つのペダルを
足で器用に操り、過酷な
路面と戦う。

クラクション　
クラクションは過酷な路
面でハンドルを離せない
ドライバーに代わってナ
ビでも操作ができるよう、
ハンドル中央ではなくド
ライバーとナビの間に設
置されている。

チーフメカニック フィリップ・シャロワ
メカニック＆アシスタントクルー　 松本 識裕（福岡トヨタ自動車）　阪本 歓喜（福岡トヨタ自動車）　ペドロ・アンブロシオ　パスカル・ブロア　ニコラ・パティー
カミオンクルー ミッシェル・ボージョン　エリック・デリゾッティ　ジョルジュ・ピュ
コーディネーター 奥地 博之
カメラマン 志水 久
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❹フランス最終訓練
2010年11月22日

ダカールに向けての最終調整として、
フランスのジヴェルニーにあるオフ
ロードコースでチームミーティング
と最終走行確認を実施。市販車部門
６連覇に向けてチーム一丸となって
戦うことを誓い合った。

チームミーティングでは森監督を中心にチームの戦略
徹底や各メンバーの役割分担の再確認が行われた。

TLCとして初参戦となるゲ
ネックナビ、自身でも３度
目の制覇がかかる三橋ドラ
イバーも真剣な表情。

チームメンバーが見守る中、
両ドライバーがラリー車をド
ライビングしながら仕上が
り具合を確認した。

12

TLCチームメンバーへ従業員からの寄せ書きがされ
たチーム旗と社旗が贈られた。

壮行会にはトヨタ車体の従業員約200名が参加。

❻TLCダカール参戦壮行会
2010年12月20日
ダカールラリー本番を約２週間後に控え、TLCは参
戦車両であるランドクルーザー200を生産している
トヨタ車体吉原工場で昨年に引き続き壮行会を実施。

❸高地対応訓練
2010年11月5日

ダカール本番での標高
4700mにも及ぶアンデス
山脈越えでの急激な酸欠状
態に対応するため、ＴＬＣ
は筑波大学の研究施設で高
地対応訓練を行った。

寺田ドライバー、田中ナビはサイクリングマシンを使っ
て体力テストを実施。標高が高くなるにつれて次第に呼
吸が難しくなる。新加入メンバーにとっては初めての高
地環境体験だったためその影響が心配されたが、高地へ
の対応能力は高いことが判明した。

室内の空気圧を減圧し酸素
濃度を低くすることで、高
地環境を作り出すことがで
きる。装置のメーターは
4000mの高地と同じ低酸
素状態を示している。

❺参戦発表会・国内訓練
2010年12月6日

TLCは千葉県木更津市にあるオフロードコースでの訓練にあわせ参戦発表会を
実施。正式にダカールラリー2011参戦を発表した。今回からチーム代表に就
任した太田執行役員の挨拶から始まり、森監督、三橋・寺田両ドライバー、田
中ナビ、松本・阪本メカニックがダカールラリー2011に向けた意気込みを語った。

健闘を誓うTLCのメンバー。参戦発表会の後には、記者の方々にラリーの
迫力を味わってもらうため同乗体験を実施。本番さながらのハイスピード
でコースを激走。

市販車部門６連覇に向けた
12カ月のプロジェクト

スタートでは緊張した面持ちだっ
た寺田・田中組も初めてのラリー
を無事に完走した。ゴールではチ
ームスタッフに温かく迎えられ、
全員で喜びを分かち合った。

ファラオラリーには、ランドクルーザー
200と100で参戦。カイロ・ギザのピラ
ミッドを背景にスタートした。

１号車は初日からリズ
ムに乗り、順調な走り
でトップスピードが
150km/h以上となる
ハイスピードなコース
もあった。一方、2号
車は砂丘でミスコース
によるタイムロスに悩
まされダカール本番に
向けての課題が明確と
なるラリーでもあった。 1号車は市販車部門で優勝しただけで

なく総合でも堂々3位入賞。表彰台で
フラッシュの閃光を浴びる三橋ドラ
イバー、ゲネックナビゲーター。

❷ファラオラリー参戦
2010年10月4日～9日

ダカールラリー2011まであと3カ月とな
ったこの時期、TLCはダカールラリー
に向けた実戦訓練としてエジプトで行
われたファラオラリーに参戦。総走行
距離は約2500kmとダカールの４分の
１程度であったが、1・2号車ともに好
成績を収めチームメンバー全員が自信
を得ることができ、チームにとって大
きな収穫となった。

❶モロッコテスト 
2010年6月14日～7月8日

今回、TLCはエースドライバ
ーの三橋の他はドライバーとナ
ビゲーターを一新。ダカールさ
ながらの砂漠地帯が広がるモロ
ッコで、新加入の選手・メカニ
ックのスキルアップを目的とし
た訓練および車両テストを実施。
このテストから本格的に今年度
のTLCの活動がスタートした。

初めての砂漠でのスタック脱出訓練
では、猛暑の中で砂を掘る作業に予
想以上に体力を消耗。ダカールラリ
ーの過酷さを痛感するものとなった。

ＴＬＣはダカールラリーで栄冠を勝ち取るため
国内外で訓練やテストを重ね

１０月には前哨戦となるファラオラリーに参戦
１年かけて着実に準備を進めた

三橋のナビゲーター
は、フランス人でナ
ビゲーター歴25年
のゲネックが新たに
担当。車両テストを
こなす中できっちり
2人の呼吸を合わせ、
コンビネーションも
バッチリ。６連覇へ
向けて順調な滑り出
しとなった。

もう一組は、ナビゲーターとしての経
験も持つ寺田ドライバーとトヨタ車体
の社内選考で選抜された新人社員ナビ
の田中。SS（競技区間）を想定した
コースで実戦訓練を積む。ナビの仕事
はルートブックを読みいかに的確にド
ライバーにコースを示すか。寺田ドラ
イバーの指導のもと時間、距離、方位
を操るナビゲーションの感覚を徹底的
に体に染み込ませた。

メカニックには福岡
トヨタ自動車の阪本
が新たに加入。阪本
メカにとっては初め
ての海外生活となり、
チームの大半を占め
るフランス人メンバ
ーとのコミュニケー
ションなどメカニッ
ク訓練以外にもチー
ムの雰囲気を掴む良
い機会となった。
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エンジンオイル
MOTUL

TLCのランドクル
ーザー200は大排
気量過給エンジン
に適したエンジン
オイル、300Vコ
ンペティションを
はじめ、ミッショ
ン／トランスファー、デフ用などの油脂類全般、
並びにエンジン用クーラントにモチュール製品を
採用。なかでも耐熱性に優れた添加剤を配合した
デフオイルは高温になりがちなフロントデフでも
余裕の性能で安心感をもたらす。

コイルスプリング
中央発條

黄色に塗られたフ
ロント＆リヤのコ
イルスプリングは、
中央発條製による
ラリー専用開発品。
優れた靭性（粘り
強さ）を備え、折
損などのトラブル
とは無縁の高品質が自慢だ。ダカールラリーのあ
らゆる路面での操安性・追従性に優れたランドク
ルーザー200のサスペンションに欠かせないスプ
リングだ。

ポカリスエット、カロリーメイトゼリー
大塚ベネックスLLP

ラリー中、ドライ
バーやナビゲータ
ーの栄養補給、水
分補給としてビバ
ーク地や車内で飲
用されたのは大塚
ベネックスLLPよ
り提供のポカリスエットとカロリーメイトゼリー。
カロリーメイトゼリーはスタート前の短時間でも
簡単に栄養補給することができ、ポカリスエット
は発汗により失われた水分、イオン（電解質）を
スムーズに補給できる。

ハンドツール
峰澤鋼機

工具商社の峰澤鋼
機はドイツ・スタ
ビレー社製工具、
タイヤ交換等で使
用するマキタ製電
動インパクト、そ
してアサヒ製の軽
量工具LIGHTOOLなどをTLCに供給。スタビレ
ーの工具は精度の高さと軽さ、そして頑丈なこと
で有名。その特徴を活かしてランドクルーザー
200に１セットずつ搭載され、クルーによる緊急
措置などに効果を発揮する。

シートベルト
タカタ

F1やスーパーGT、フォーミュ
ラーカーなど、数多くのレース
シーンで採用されているタカタ
のフルハーネスシートベルトは、
岩場や砂丘などの過酷な路
面を走るダカールラリーに
おいても安心感を与え、積
極的な走りをサポート。グ
リーンの綾織りウェビング
ベルトは3インチ幅。緩み
にくいアジャスターや薄型のレバーリリース式丸バ
ックルなど、安全快適で優れた機能性が特徴だ。

ブレーキパッド
エンドレス

ランドクルーザー
200のブレーキパ
ッドはエンドレス
製。ダカールラリ
ーでは砂丘からグ
ラベル、アスファ
ルトまであらゆる
路面でその性能が求められる。テストを繰り返し
たエンドレスのブレーキパッドは、さまざまなコ
ンディションで３トン級のラリー車をコントロー
ル。確実な制動でドライバーに絶大な安心感をも
たらした。

シートクッション
野口装美

FIA公認シートの
RECARO製SPG
モデルを採用する
TLCは、シートク
ッションのチュー
ニングを野口装美
に依頼している。
同社は２輪用のカスタムオーダーシートの名門で、
特殊な材料を駆使しながら各乗員の骨格に合わせ
て適切な面圧分布に調整。そのシートは長時間の
悪路走行という状況下で疲労低減に確かな効果を
もたらしている。

各種スポーツウェア
コロンビアスポーツウェアジャパン

標高4800mを越えるアン
デス山脈では朝晩は冷え込
むが、日中の気温は40度
以上。さらにアタカマ砂漠
の砂嵐、パンパの雨、激し
い寒暖差などダカールのウ
ェアにはあらゆる面で高い
性能が求められる。TLC
が使用するコロンビアは
10年来オフィシャルウェ
アとして主催者にも供給さ
れている定評のブランドだ。

ホイール
エンケイ

ランドクルーザー
200の足元を支え
るホイールはエン
ケイ製のマグネシ
ウム鍛造ホイール。
F1、GT、WRC
で培ってきた技術
を惜しみなく投入
したホイールは、世界一過酷と言われるダカール
ラリーのフィールドでも申し分のない耐久性と信
頼性を兼ね備える。

ShieldPRO
NEC

マシンにも人にも
過酷なダカールラ
リーで、TLCの情
報通信技術を支え
ていたのはNEC
から無償貸与され
たShieldPRO。
防滴、防塵、耐衝撃、耐震動仕様で過酷な環境で
も動作可能なこのパソコンはランクル同様、堅牢
性、信頼性、耐久性を兼ね備え、ラリー車両の開
発をはじめ、ビバーク地での情報収集、データ整理、
戦略立案など重要な役割を担う。

ショックアブソーバー
KYB

ランドクルーザー
200のサスペンシ
ョンには、KYB
製別体式リザーバ
ータンク付きショ
ックアブソーバー
を採用。２年以上
にわたるテストを
繰り返し、ダカールラリーで想定される猛烈な砂
塵に対する対ダスト性能の確保や、あらゆる路面
での操安性・追従性・耐久性を確保。チームの6
連覇に大きく貢献した。

ヘルメット(GP-J2)
アライヘルメット

ダカールラリーで
は３次元的に大き
な入力が常に続く
だけにヘルメット
の重量は疲労に大
きく影響する。ま
た、暑い車内で長
時間装着するため快適性も重要だ。使用している
のは４輪競技用の新世代オープンフェイスモデル、
GP-J2で、FIA公認競技出場可能なスネルSA規
格を取得。内装を簡単に取り外せるイージーメン
テナンスなどの特徴を持つ。

フロントサスペンションアッパーサポート
トピア

最先端の技術で構
想から生産まで、
モノ作りをトータ
ルサポートするト
ピア。世界一過酷
と言われるダカー
ルラリーで活躍す
るTLCのランド
クルーザー200には、その高い精密加工技術が活
かされたサスペンションパーツや、ターボリスト
リクターなどが搭載されている。

G-SHOCK GXW-56
カシオ計算機

今回供給されたモ
デルは衝撃緩衝素
材α-GELを採用
し、新たな耐衝撃
構造を持つ大型ケ
ースのG-SHOCK。
泥・塵・ホコリか
らモジュールを守
るマッドレジスト構造を採用し、過酷な状況下で
の使用に応える。GXW-56は、ソーラーで駆動し、
日本のほか5カ国の電波に対応する電波時計だ。

過酷な状況で戦う
TLCをサポート!

世界一過酷と言われるダカールラリー
それを戦い抜くためには

強力なアシストなしでは語れない

チーム代表　太田 力（トヨタ車体株式会社 執行役員）初のBDF100％でダカールラリーへ
今大会は従来のBDF20％から100％へと使用比率を大幅に増
やし、より環境に配慮したラリー参戦を目指しました。そのた
め、昨年以上の量の廃食油が必要となりましたが、当社の活動
に賛同してくださいました児童・学生の皆様、近隣地域の方々、
スポンサー各社様、従業員のご家庭や会社食堂・保養所など多
くの方々から廃食油の提供にご協力いただきました。そのおか
げをもちまして、初めてのBDF100％でのダカールラリー参戦

を実現することができました。途中、トラブルによって
BDF100％で全ステージを走り切れなかったことは残念ですが、
1年間力を合わせて準備してきたスタッフのチームワーク、ス
ポンサー各社様をはじめ廃食油をご提供くださった方々のご支
援・ご協力の支えが実を結び、市販車部門「６連覇」という最
高の結果が出せたことを大変嬉しく思います。ご協力いただき
ました皆様にお礼申し上げます。ありがとうございました。

BDF使用実績
大会名 参戦台数 BDF使用台数 BDF使用比率

ダカール2007 3台 1台   20％※

ダカール2008 2台 2台 20％

ダカール2009 2台 1台 20％

ダカール2010 2台 2台 20％

ダカール2011 2台 2台 100％
（一部区間は軽油で走行）

廃食油提供にご協力いただいた皆様 ■富士松東小学校　■富士松中学校　■杉並工業高校　■全日本学生自動車連盟 関東支部　■ＴＬＣスポンサー企業　■地域の方々

廃食油の回収

BDF100%の挑戦
回収した廃食油を燃料に

環境に配慮したTLCの取り組み

2006年度からバイオディーゼル燃料を使用してきたTLC
前大会まではBDF20％での参戦だったが

今回初めてBDF100％でダカールラリーに挑んだ
TLCの環境への取り組みもまた一歩前進することとなった

ラリーで使用 精　　製

①会社食堂・従業員の家族からの提供

トヨタ車体は社内やイベントなどで従業員に廃食油提供を呼びかけている。
この活動も４年目となり多くの従業員からの協力を得ている。

③小・中学校、地域の方々からの提供

トヨタ車体近隣の小学校や中学校、交流館にも呼びかけ、回収箱を設置。
登校時に生徒が廃食油を持参。

②ＴＬＣスポンサー企業からの提供

ＴＬＣの環境に配慮した取り組みに賛同したスポンサーからも温かいメ
ッセージとともに廃食油が届けられた。

④学生からの提供

環境に関心を持つ学生からも廃食油が提供された。関東学生対抗軽自動車
６時間耐久レースでは廃食油授与式が行われた。

※ダカール2007は菜種油から精製したBDFを使用
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